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◎開議の宣告 

○議長（真船正康君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◎諸般の報告 

○議長（真船正康君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

   地方自治法第１２１条の規定により、説明員について変更がありますのでご報告い

たします。 

   本日、副村長、東宮清章君が体調不良のため欠席しておりますので、ご承知おき願

います。 

◎一般質問 

○議長（真船正康君） それでは、本日の日程に入ります。 

   本日の日程は一般質問であります。 

   質問は、通告順に行います。 

      質問は、会議規則第６３条の準用規定により、一問一答方式で行います。また、質

問時間は答弁も含め、１人につき約９０分以内を原則といたします。 

   なお、質問及び答弁は西郷村議会運営確認事項にのっとり、簡潔明瞭に努めるよう

お願いいたします。 

   それでは、通告第７、８番鈴木勝久君の一般質問を許します。８番鈴木勝久君。 

◇８番 鈴木勝久君 

          １．村長の政治姿勢について 

○８番（鈴木勝久君） ８番鈴木勝久でございます。 

   通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

   まず冒頭に、３月議会におきまして、私正直に申しますと濃厚接触者ということで

議会を、不本意でありましたが、議会を欠席させていただきました。私に与えられた

権限を行使できなかったことを非常に残念に思いますし、執行部並びに議員の方々、

村民の方々に大変ご迷惑かけました。この場をもっておわび申し上げます。 

   それでは、入らせていただきます。 

   まず、私が濃厚接触者扱いにされたときなんですけれども、昨日、おとといの担当

課長の答弁聞いていますと、前回の話を聞いていますと、陽性者、これは村で把握し

ていないと言っておりました。当然濃厚接触者についても当然だと思います。ただ、

私の場合は、本人が知らなくても周りの人たちが知っていた。一部の職員の幹部が私

の席に来て、鈴木さん、大変ですよと言う。どうしたんですか。家族に何かあったの

かなと思って心配したんですけれども、もしかしたら鈴木さん、濃厚接触者の可能性

がありますから、ちょっとこれで退席していただけますかと。何で、俺が知らないと

ころでみんな知っているんだという、まず一つ疑問がありました。これは正直な話で

すよね。村は知らないと言っていたのに、濃厚接触者である私が県南保健福祉事務所

と連絡を取る前に知っていた。これは事実ですよね。 
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   もう一つは、私が県南保健福祉事務所とお話ししたとき、はっきり接触者と断定で

きるかできないか、これも難しいところなんですよ。本人の位置がどこにあって、ど

ういう対応していたかで決まるんです。それを言っていると、最終的には自治体とお

話しくださいという話になって、議会事務局長とお話ししましたが、ただ、事実関係

が事実関係だったということと、議会開会中だったので、議会に迷惑かけられないと

いうことで、私は受け入れて出なかった。そういうことでございます。 

   もう一つ、私がこれはぎりぎりのところなんです。１週間か５日という問題で大変

難しいところだったんですけれども、これは厚労省の話というか、厚労省で発表して

いるのは、一般の人と、あの人たちは５日間、５日間出て、５日目にＰＣＲ検査なり、

抗原検査して陰性だったら出てもいいというのがあったんですけれども、私、７日目

からという話で７日が本会議だったものですから、議会をもませるのも本意じゃない

と思って休んだんですけれども、５日目から抗原検査で陰性だったら出てもいいとい

う話なんですよね。それを皆様が分からないので、実際問題としては７日間休ませて

いただいたんですけれども、かかった経験からすると、いろいろと疑義があったのは

確かでございます。これ以上言うと、何か今、議運長からも早く本題に入れと言われ

ましたので、そういうことで非常に不本意だったというのを言いたい。 

   じゃ、入らせていただきます。 

   まず第１に、村長の施政方針についてでございます。 

   本当は３月に内容について、新規事業等々について村長から直接いろいろお伺いし

たかったところでございますが、そういうことでできませんでした。 

   それで、無理くりに６月議会になりましたけれども、（１）に入りますけれども、

予算編成方針と施政方針についてということがまず第１の質問要項に入っております。 

   今日、せっかく川谷の小学校の皆様が来たので、予算とは何ぞやということをちょ

っと私のほうから説明して、村長のどういう意味合いでこの施政方針演説、基本方針、

施政方針をつくっていったか、その過程なり、思い入れを話していただきたいと思い

ます。 

   まず、子どもたちに、今日来たので、聞いてほしいんですけれども、予算は、全て

の行政は予算から始まるという言葉があります。これは、一般に予算に計上していな

い経費、これは法令上支出できないという法規制、強制性を持っています。それで、

村が行う事務事業のうち、支出を要するもの、その関係経費が予算に計上されていな

い限り、執行できないということになる。それで、この事務事業はそのほとんどのも

のが支出を伴うものであるから、全ての行政は予算から始まるということが言える。 

   また、村が行う事務事業は全ての予算に計上されていて、その事業名、事業内容、

目的、所要金額などが示されており、その意味で予算は行政の設計書ということも言

える。ですから、この全ての行政は予算から始まると。予算は行政の設計書、これを

覚えていっていただきたい。予算に計上されていないものは使えない。これを頭に入

れていっていただければ今日はいいのかなと思っております。 

   予算の調整権、これは長の権限でございます。予算の策定に当たっては、自らの、
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長は、村長は予算の作成に当たって、自らの選挙公約やマニフェストで村民に約束し

た政策、村の基本構想やこれに基づいて実施計画その他、中長期的に継続して実施し

ていくべき政策実現に向けた施策、住民から実現を求められている行政課題を実現す

るために施策などを広く目を配って、その中の緊急性、必要性、住民の要請度の観点

から優先度を判断し、優先度の高いものから順次計上していくものと考えられる。 

   また、議会議員は、住民の代表としてその立場から、予算の当該市町村の１年間に

おける行政の設計書としてふさわしいものであるかについて、検証するという視点に

立って調査審議に当たるべきであり、いやしくものその政治的立場の異同、異議と同

意、異同から全て賛成、または全て反対というような姿勢で臨むことは我が国の地方

自治制度、議院内閣制ではなく、二元代表制を採用しているという統治原理を理解し

ていないという批判を免れないのであり、許されない。 

   この二元代表制の下における村長と議会との関係は、おのおの直接住民によって選

挙され、その負託に応える政治的な責任を負っているのであり、この両者は程よい緊

張感に立って、その政策を競い合ってこそ、二元代表制の理念が実現されるべきであ

るということでございます。 

   これで、まず今日の授業は達成されたと思うんですけれども、これから、本題に入

ります。 

   村長はこの予算編成に当たりまして、どのような点に留意されてこの予算編成また

は施政方針をつくっていったか、お答えいただきたいと思います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） ８番鈴木勝久議員の一般質問にお答えいたします。 

   どのような方針で予算編成したのかということであります。 

   まず、冒頭に先ほど全ての行政は予算から始まるということはまさにそのとおりで

あります。また、二元代表制ということで、議員の皆様と村長といい関係、緊張感を

持った二元代表制ということ、それも私は十分認識してここに立たせていただいてお

ります。 

   予算編成、施政方針ですけれども、さきの議会にも説明させていただきました。改

めて、お話しさせていただきますけれども、２月に行われました村長選挙に当たりま

しては、私は村民が主役で未来を築く、このことを念頭に３つのコンセプトを掲げさ

せていただきました。その１つ目は未来へ限りなき前進する西郷村であり、まず新型

コロナに打ち勝ち、人口減少を克服し、さらに前進する村づくりを進めるということ

であります。 

   本村でも今年に入り、新型コロナウイルス感染かなり流行しまして、最近は少し落

ち着いてきましたけれども、まだ終息していない状況にあります。この感染流行は人

との接触機会を減少させ、出会い、結婚、出産への悪影響をもたらしております。本

村の人口は現在のところほぼ横ばい状態にありますが、この流行による悪影響は出生

率の低下による少子化に一層拍車をかけ、今後西郷村の人口減少につながっていくと

思われます。 
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   このため、新型コロナウイルスの感染を早く終息させるとともに、より一層安心し

て子どもを産み育てられる環境の整備が必要と考えております。そのため施政方針で

は、新たに出産祝い金の支給や祝い品の贈呈、在宅子育てサポート事業などによる子

育て支援の充実等を図ることで、合計特殊出生率を引き上げ、人口減少への歯止めを

行いたく、様々な施策を上げさせていただいた次第であります。 

   また、村の紋章である村章は西郷村の「に」の字を図案化したものであり、この

「に」の字に相当する３辺は北部、中部、高原南部、または文化、産業、教育、また

は農業、商工業、観光の調和協力を表現していると言われております。 

   私はこれに村民、議会、行政を加え、バランスの取れた活力のある村を実現するた

め、人口減少を克服し、中央に表現されたスクリューのごとく、将来に向けて限りな

く前進させたいと考えております。 

   ３つのコンセプトのうち、２つ目といたしましては、選ばれる西郷村を掲げさせて

いただきました。自然に恵まれ、高速交通、都市機能を持つ生活環境の整った魅力あ

る移住・定住を促進する村づくりを進めるというものであります。住民、企業等から

選ばれる自治体となるためには、他の自治体との差別化を図り、自然、高速交通、都

市機能、生活環境といった本村の優位性や魅力を積極的にアピールし、移住のしたく

なる自治体として認識されなければなりません。 

   また、魅力ある政策を推進することは当然必要ですが、それだけでは選んでもらう

ことは困難でありますので、私自身も積極的にアピールすることも重要であると考え

ております。村の魅力を広く村外にアピールし、移住を希望される方や移転を検討し

ている企業に関心を持ってもらうことで、移住・定住並びに企業誘致につなげ、人口

を維持、増加させることで、将来にわたり活力のある村を実現していきたいという思

いであります。 

   そのため、施政方針では、村で実施している住宅支援、就業支援、子育て支援等の

様々な情報を取りまとめた移住・定住用のパンフレットを作成し、村ホームページ上

での掲載のほか、県南地方の移住・定住相談所でありますラクラスしらかわや東京の

福しま暮らし情報センター等と連携し、広報並びに情報発信に努め、移住・定住の促

進につなげてまいりたいと思い、施策を掲げさせていただいた次第であります。 

   また、企業誘致につきましては、全国の主な企業へ実施した立地進出意向調査を基

に、本村の地域優位性を広くＰＲするための誘致活動を行うことにより、企業立地に

つなげ、村内の雇用機会の拡大や産業の活性化につなげてまいりたいと考えておりま

す。 

   ３つ目のコンセプトでありますけれども、３つ目としては誇れる西郷村を掲げさせ

ていただきました。村民はもとより、村を巣立ち、村外で頑張っている人、村をこよ

なく応援する人が誇りを感じる村づくりを進めるというものであります。誇りとは、

郷土愛とは少し意味合いが相違しますが、村民や村出身者、村を応援してくれる方な

ど、村と関わりがある方々にとって、西郷村が持つ魅力、村での活動や出来事などに

ついて自慢したくなる、また自慢できることであります。 
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   緑豊かな自然、新幹線の駅や高速道路のインターチェンジなどを有していることも

西郷村が誇れることではありますが、それだけではありません。誇りを持てる、つま

り誇れるには村民をはじめ、村と関わりを持っている方々が主役となって活動し、一

緒に地域をよくしようというある種の当事者意識に基づく自負心がなくてはなりませ

ん。プロ野球選手や昨年、高久みなみさん、女子プロゴルファーの輩出、ソフトテニ

スの全国大会で輝かしい成績など、また昨年、本村は自治体四季報において全国

１,７４１自治体の中で経営力日本一に選出されました。そのほかにも人口が増加し

ていることなど、西郷村として誇れるものを数え上げれば切りがありませんけれども、

私は一番村民が財産でそのことを誇りに思っております。こうしたことも含めて、ひ

とえに先人の英知と努力、加えて当時者はもとより、その関係者が頑張ってくれてい

ることの表れでもあります。 

   今後とも、村民をはじめ、関係者皆様方に積極的に関与していただき、西郷村では

こんないい出来事があった。こんなによくなった。本当にいいところだと誇りを感じ

ていただけるよう様々な分野において力を注ぎ、より多くの誇れる話題を創出できる

村づくりを推進してまいりたいと考えております。 

   また、この３つのコンセプトと同時に、これらの実現を図るため、６つの公約を掲

げさせていただきました。１つ目はまず何といっても新型コロナウイルス感染の克服

であります。次には子育て支援の充実、３点目として学校教育の支援の充実、４つ目

として高齢者の健康長寿支援、５つ目としてやりがいと魅力のある産業の振興、そし

て６つ目に災害に強い村づくりであります。 

   そして第４次総合振興計画基本目標の区分の順に沿って新規事業を中心に、令和

４年度施政の対応を述べさせていただいたところであります。 

   村民が主役で未来を築くために、村民が安心・安全、笑顔で過ごしていただけるこ

とが大前提でありますので、様々な方々の意見に耳を傾け、私は現状で村が弱いと感

じたところから取り組んでいく必要があると感じ、方針を決定したものであります。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君の再質問を許します。８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） ８番、再質問させていただきます。 

   私の支離滅裂で始まったがゆえに村長も大変、それを３月に言っていただいたんで、

ちょっと分っていたんです、私も聞いていましたから。私が言いたいのは、何回も申

しましたように、経営的な執行というか、この施政方針の編成に当たって、質問の仕

方が悪かったんでしょうけれども、編成に当たって各課にどういうことを言って、各

課から予算を上げてもらったんだか、どういう政策をしたいという、そういう箇所の

問題と、２期目始まったんですから、新たに、新たな気持ちになってこの施政に臨ん

でいただきたいというのが私の趣旨で、村長は機構改革また大胆に昨日同僚議員から

やって機構改革やった。それはこちらの事情でやったんでしょうけれども、私思うに

は、機構改革の前に、それも重要でしょうけれども、大胆的に行財政改革をしていた

だきたかったんですよ。それを第１番目に上げていただきたかった。まず、自分たち

の姿勢を正して、そして村民に対して私たちはこういう方針で臨みますと、そういう
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メッセージをいただきたかったんです。 

   ですから、まず行財政改革、さらにはこれも前に言ったんですけれども、自治基本

条例、そこまで進んでいって、西郷行政は変わったんだと、私が懸念しているのは、

３期連続で職員から首長が選任された。そうすると、行政の正義が全て正しいことな

んだと。そこに村民の意見が入っているのかとずっと危惧していたんですよ。これ全

て出しましたけれども、前回皆様の質疑とか質問を聞いていて私が思ったのは、どう

住民の意見をそこに取り入れているか、これが疑問にあったんです。 

   それで、まず編成に当たって、行政の都合を優先するのではなく、村民の立場に立

った予算編成となっているかと。２番目に、効果性の観点から、事業の精査、中止、

見直し、再構築が行われているか。また、環境変化に対応した効率、効果による予算

編成が徹底されたか。どのように施策に進めるか、何を行うか。基本計画の意義、行

財政改革推進の考え方、組織改革の狙い、マーケティング戦略への取組など、それぞ

れの事業に村民の視点に立って、村民ニーズに合っているか。村の方針が政策と整合

しているか、分かりやすいか、上目線になっているか。各課での目標と方針について

は課内での政策議論を行い、施策の課題と解決策を明確化しているか。結果を評価し、

次年度の予算に反映し、戦略的行政経営を実施しているか。行政政策に関する取組事

項を設定しているか。内容を公開し、村民への説明責任を果たしているか。 

○議長（真船正康君） 鈴木議員、一問一答方式のスタイルで質問してください。 

○８番（鈴木勝久君） こういうことを、これは質問じゃないです。こういうことを考え

て、村民目線に立ってこの事業をつくっているかという観点が、前回の私が欠席して

このここを傍聴していて気がついたことなんです。 

   ある自治体の長が、ある市長の当選直後の挨拶です。 

   行政は、納税者へのサービス業であり、提供する行政サービスが市民に役に立つサ

ービスとして提供されているかどうかは市政、市行政の存在理由の根幹の問題である

と。サービス業としての市行政を確立しなければならない。市民が行政に伺いを立て

るのではなく、行政が市民ニーズを把握し、それに応えることである。 

   さらに、マーケティングとは何かを聞く。それは何を誰にではなく、誰に何を考え

るという答えであるということを言っているんです。誰に何をですよ。ずっと見てい

ますと、行政というのはこういう政策があるとつくる。それを市民にこういうサービ

スを提供します、どうですかという言い方なんですよね。だからそれに合わないんで

す。村民の求めているニーズ、欲しているものと行政がこうだろうと考えて実行して

いることがマッチングしない。 

   これはこのあとの政策全部に言えることなんですよ。上から目線というのは、これ

は失礼です。みんなも真剣に考えて、どうやったら村民ニーズに合うか。村長も常々、

ここ２日聞いていましても、村民ニーズという言葉を何回も、５回、６回使っていま

した。その考えがあるんでしょうけれども、一番大事なのは村民とのコミュニケーシ

ョン、接点がないんです。分かったつもりなんですよ、執行側は。そこが一番大事な

んです。だからもっと近くに寄って、村民の声を聞いて納得していただきたい。全て
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村民のニーズが行政サービスに反映されるわけではないんです。 

   というのは、予算がありますから、さっき言ったように、入ってくるお金以上に使

っては駄目なんですよ。だから、限られた分でなぜそこの帳尻合わせというのは、村

民にこのサービスしますか。このサービスをしますか。全てはできませんよ。あれも

これもできませんよ。こっちをやっていただきたいんならこっちちょっと我慢してく

ださい。納得してもらうためには、村民との会話、村民をこの政治の中に入れて、村

民の本音を聞かなきゃならない、これがマーチャンダイジングというか、大事なとこ

ろなんです。本音を聞き出すという、アンケートでは駄目なんですよ。 

   ここで経営学勉強して、統計学取っている方もいらっしゃるでしょうけれども、統

計学も大事ですけれども、そのアンケートの中には本音が入ってこないんです。企業

を経営している人だったら分かるんです。本音の部分を探って、そこをくすぐるんで

す。そうしないと、国民がというか、住民が受け入れる本当のサービスが得られない。

この辺をどういうふうにするんだというのが私知りたくて、６月に予算編成、どうい

う方針を示してつくったのかと、ここが知りたかった本心なんです。 

   村長、自治基本条例、また行財政改革、本気になって進めませんか、いかがでしょ

うか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 議員、長々とたくさん、私メモ取れないくらいに、言われたこと

を全て、私たち、私もそうですけれども、課長はじめ職員も言われたことは頭に入れ

ながら予算編成をしているところであります。 

   まず一番大事なことは、最後に言われました村民との会話、コミュニケーションで

す。本当に私もそう思いますので、予算編成とは別に、常に村民目線で、村民の対話

を積極的にやっていきたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 今の質問は、村長、行財政改革をしませんか。自治体基本条例を

つくりませんかということです。お答えいただけますか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 予算編成においては行財政改革も、それも頭に入れながらやって

おります。また、自治基本条例については今後検討していきたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） もっと、資料いっぱい作ってここをもっとやりたかったんですけ

れども、時間がないんで、これは改めてどこかの機会で真剣にやりたいと思います。 

   次に入ります。 

   キョロロン村・温泉健康センターの今後のスケジュールでございます。これも同僚

議員が昨日、おとといについて質疑されたので、私がここで言いたいことは、ちゃぽ

ランド、やりたい、やっていただきたいという声がまだあります。それから諦めのム

ードが漂っている村民もいます。聞くのは、やるのかい、やらないのかいという話で

す。村長はやると言っていましたが、この２年間で昨日の話を聞いていますと



－124－ 

２,５００万円ですから、５,０００万円の経費がかかっております。それと取得した

２ ,６００万円、あそこを今測量している３ ,０００万円、国から買い取る

３,０００万円、これが今そこにかかっている経費でございます。企業は、一般企業

だったらこれは潰れます。行政は仕事が遅い。この辺、村長、どうお考えですか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） キョロロンと、温泉健康センターの考え方ということであります

けれども、昨日、おとといとこの件については説明させていただきました。 

   今、やっている仕事としましては、現在、甲子、新甲子地区の再建を目指すという

ことでありまして、議会の議決を得まして、西郷観光株式会社の持つ建物を購入し、

また温泉健康センター、家族旅行村周辺の土地の取得を目指した今敷地の測量等業務

をやっているところであります。この測量業務につきましては林野庁の立会いや審査

会などの時間のかかるものでございますので、年度内に完了する運びとなっておりま

す。また、利活用につきましては、早急な対応をしなければならないことは十分に分

かっております。本当に時間がかかっていることにつきましては、村民の皆様に本当

に申し訳ないと思っているところであります。 

   現実的には、コロナ禍において行動制限がかかり先が見えない中、なかなか踏み込

んだ話ができないのも実情であります。今年度新たに商工係が設置されましたので、

観光係と協力し、温泉健康センター並びに家族旅行村と企業誘致を併せて民間事業者

へのアプローチを積極的に取り組んでまいりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） いつまでにですか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） できるだけ早くということで努力していきたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） これが行政の体質の一つなんですよ。けつを決めない。それで、

できない言い訳をする。冒頭に申したように、２年間もこんなことをやっていたら企

業は潰れているんです、とっくに。行政だからもっている。全然収入上がらないんで

すよ。それなのに、何にも使っていなくて５,０００万円はただ流れている。昨日も

３番議員がおっしゃったように、賞味期限は切れているんですよ。なぜそれを生かし

ておくんですか。誰が考えたって処分すべき問題ですよ、もう。だから、１日１日た

てばたつほど、これが産業廃棄物化してくるんです。使えるやつが使えなくなる、時

間とともに。これは誰が責任取るんですか。一生懸命やっているんだったら私たちも

文句言いません。ただこれが体質なんですよ。だから行財政改革なんですよ。 

   どうやったらそこの危機を回避し、損金、そんな部分を少なくするか真剣に考えな

いと、これは税金なんですから。血税だ血税だと、皆様から預かっているお金だと言

いながら、いつまでにできるかも分からない。村民のニーズに応える応えると言って

も２年間ほったらかし。今、マーケティング関係、森岡毅という方が有名な方いらっ

しゃいます。ＵＳＪとか西武遊園地を再生させた。だからこの理論をここに、こうい
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うところに入れなきゃならないんです。経営学を専攻された職員の方々もいらっしゃ

るでしょう。ですから、積極的にマーケティングを活用して、統計学を勉強された方

もいると思います。もったいないです。行政に使ってください、これを行政に。 

   村長、もう２番、３番で終わっちゃったら、この８番の西郷村ハザードマップ、防

災計画、自主防災、これは大事なところで今朝まで勉強していたんですよ、俺、本気

になって。ですからここもう一回質問しますから建設的な意見、村長、お願いします。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   議員おっしゃるとおり、本当に私、２年間ここ休止しておりまして、支出している

こと、本当に申し訳ないと思っております。今、まさにいろんなアプローチをしなが

らできるだけ早くということで、本当に年度内に回答できればいいかなという思いで

ありますので、どうかご理解を賜りたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） これ以上突っ込みません。村長が４年前に当選してから積極的に

ここに関わったというのは理解をしています。それは前回言いましたけれども、もう

ちょっとスピードアップしていただきたいと思います。 

   もう３番に入りたいと思います。在宅介護でございます。 

   今、村は民間事業者を活用して広域型特養老人ホーム、今造ろうと、民間の力です

けれども、土地を提供してという部分あります、ここには今触れませんけれども。 

   それと同時に、私が危惧というか心配しているというか、一生懸命やっていただき

たいというのが、在宅医療の見直しというか在宅介護についてなんですよ。これは最

初、結論先に言いますけれども、在宅、家の中で見ていても今村の補助金、年間２万

円、５万円でしたか、２万円ですね。これを上げてくれないかという話なんです、要

は。 

   これは医師会が出している、医者に出しているやつかな。在宅医療の見直しという

ことで、一番大事なのはこの１５万円という枠があるんです。病気しました。病院に

入院しました。帰ってきました。１５万円を境にどっちに行くかという選択がされる

んです。 

   低所得者等住まい対策ということで、病院から要介護の高齢患者が退院するとき、

その退院先は患者が月に負担できる額で決まるという点、月１５万円以上を負担でき

る比較的恵まれた要介護の退院患者は、サ高住や介護付き有料老人ホームを選択でき

ると。しかし、負担額が１５万円、すなわち年収およそ２００万円未満の患者だと、

やむを得ず自宅を選択するという調査結果だった。 

   国民生活基本調査によると、高齢者の収入は２００万円未満の低所得者は高齢者世

帯の３８％を占めている。こうした理由の一つに、独り住まいの単身者や夫婦２人住

まいの高齢世帯が急増しでいることが上げられる。ここで何人だというのを本当は聞

きたいんですけれども、時間がないのでやめますけれども。 

   こういう事情で、特別養護老人ホーム、今度造るわけですから、ここ以下の方々が
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ここに入られるということですけれども、こういうことでいろいろな金に関わって年

を取ってもいろいろ心配しなきゃならない。そこを緩和するために、今広域特養老人

ホームを造っていただいているというのは分かります。分かりますが、この医療体制、

この高齢者健康福祉計画を見ていますと、何かこれ頼りないんですよね。本当に見て

いただけるのかと。構築しますとか、やりますとか、聞きますとかと言っているんで

すけれども、結果はないんですよ。 

   この在宅医療・介護連携推進事業なんていうものを見ていて、アイウエオカキまで

あるんですけれども、啓発とか研修とか相談支援とか構築とかありますけれども、こ

れは本当に村民に安心できる、一番今心配しているのは、一番担当課長分かっている

でしょうけれども、認知症が増えているんですよね。その世帯どうするんだという話

なんですけれども、もっと、在宅医療と介護連携推進事業、今現状どうなっているか

説明していただけるでしょうか。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） ８番鈴木議員の在宅医療・介護連携についてのご質問

にお答えをいたします。 

   西郷村におきましては、地域ケアシステムの柱の一つとして、在宅での医療と介護

の連携を進めてまいります。西郷村では管内の市町村と白河の医師会のほうで連携を

しまして、在宅医療・介護連携推進協議会をつくりまして、その中で医療を受けて入

院をされていた方がスムーズに退院した後の在宅医療、あと在宅介護、状況によりま

しては居住系のサービスを受けるという方もいらっしゃると思うんですけれども、そ

ういったものにスムーズに行けるような体制づくりを今目指して、管内市町村連携を

して事業を実施しているところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） やっていないのかという話なんです。前々から出ている話なんで

すけれども、まずこの訪問診療の医師の確保、これは１３と書いてありますけれども、

この人たち全てが訪問介護診療、やっていただいているんですか。それは確約取れて

いるんですか。まずそこだけ聞きたいんです。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） お答えいたします。 

   まず、西郷村の現状でございますけれども、西郷村の診療所でそういった在宅診療、

訪問診療をやっていただいているのが３か所ございます。ニューロクリニックさん、

あといわしなクリニックさん、あと廣田診療所さん、その３か所が訪問診療を実施し

ております。また白河市内の医療機関においても、そういった訪問診療を実施してい

ただいて、西郷村の住民の方がサービスを受けているという事例もございますので、

ご理解いただければと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） これは専属じゃないですよね。時間が空いたときとか、夕方とか、
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土日とか、夜間はどうなんですか。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） お答えいたします。 

   まず、村内の診療所の先生方につきましては、それぞれ診療時間設けてやっており

ますので、それ以外の時間になります。例えば白河市だと、穂積先生が在宅診療専門

にやっている先生もおりますので、そういった先生であれば昼夜問わず、夜中はちょ

っと分らないですけれども、そういった診療に応じていただいているという事例がご

ざいます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） ちょっと不安です。あとこの介護に関わる人材確保、これができ

ていないんですけれども、これはなぜ、ここには書いて、非常に大切な部分なんです

けれども、人材確保できていないのか、お願いします。 

○議長（真船正康君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） お答えいたします。 

   介護人材確保につきましては全国同じような状況で、一番の理由としては診療、介

護報酬が実態の平均的な給与より低く設定されてしまっているという、保険制度の問

題が一番かなというふうに思っております。 

   西郷村につきましては、白河市にあります介護人材、介護専門学校に対して西白河

町村会で支援をしております。また、今度来年、再来年できます広域特養、平成会の

ほうで作られます特養のほうにつきましては、ＯＪＴ方式による人材の育成というの

を積極的にやられている社会福祉法人でございますので、そういったものを活用しま

して、今後介護の人材確保に努めてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） ここは本当に大事なところで、いろいろ細かく質問したかったん

です。私も一回包括ケアセンターに相談に行きました。何でもしゃべれたんです、安

心して。うちのおばさんは泣いていました。あそこは秘密を厳守してくれるから、家

族にも言えないこと、それをあそこでしゃべれるんです、大変うれしいというその感

想ありました。だから、そういうふうに誰が何をという部分で誰かに特化して、その

人のニーズを聞いていただいただけでも相当うれしいんですよ。抱えているやつを出

す経験も交えながら、いろいろ本当は話ししたかったんですけれども、やっているこ

とも私今回で確認できました。 

   この間の後見人制度のやつもちょっと勉強して、ちょっと分ったところと分からな

いところと出てきたんですけれども、残念です、時間がなくて。 

   これは、最後の防災計画にも入ってくるんですけれども、金がある人は助かるんで

す。災害などのあれのときは助かる。お金がない人はここでも命の選別がされちゃう

んです。というのは、防災のほうでやりますけれども、非常に大事な問題です。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） ただいま８番鈴木勝久君の一般質問の途中でありますが、これよ
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り午前１１時２０分まで休憩いたします。 

（午前１１時００分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午前１１時２０分） 

○議長（真船正康君） 休憩前に引き続き、一般質問を続行いたします。 

   ８番鈴木勝久君の一般質問を許します。８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 在宅介護、いろいろ真剣に取り組まなきゃならないというのと、

あと、行政側もやっているというのを今回分かりましたんで、なお一層励んでいただ

きたいと思います。 

   続きまして、４番、ブルーキャピタルの設計変更についてでございます。これも先

日同僚議員が質疑されました。改めて、この設計変更書、ブルーキャピタルから出て

いるか、ご答弁お願いいたします。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   ブルーキャピタルマネジメントの設計変更が出ているかということでございますけ

れども、現在、設計変更書につきましては出ていないというところでございます。 

   工事のほうが今中止命令でございまして、先行して防災施設である調整池を３基の

建設を先行して、今後設計変更については出るんではないかと思われているところで

ございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） ここ、現地調査していましたか。行政のほうでしていますか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   ブルーキャピタルマネジメントにつきましては、林地開発のほうを所管しておりま

す福島県県南農林事務所と併せて、村のほうにおきましても、ドローンを飛ばしたり

ですとかしながら、あとまた作業日報や現場の状況写真を事業所から電子メールで送

っていただくなどしておりまして、状況のほうは確認しているところでございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 日報じゃなくて、現地を確認しているかということです。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   村におきましてはドローンの空撮により現地を確認しているところでございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 頻繁に行っていただかないと、目視が一番です。他人任せじゃな

くて、コロナのときも、太陽光エネルギーも基本的には県なんですけれども、当村の

自治体にある施設、当村が、村民が関わっていることに関しては監督する責任という

か、村民の安全を守るためには知らんぷりはできないと思うんですよね。だから、私
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たちの使命は皆様がご存じのように、体、身体、生命を守ることなんです。だから、

そこに注視しなきゃならない。県が許可出す出さないじゃなくて、関わっていること

にはちゃんと関心を持って、関心というか責任を持つ。それは必要なんです。だから、

やっていただきたい。 

   あと一番問題は、ここは私も接触していますけれども、皆さんももういろいろイン

ターネットその他、ＮＨＫ、朝日新聞等々取材に来ています。積極的に協力してやっ

てください。あの方々も真実を知りたいんです。行政が何か体質的に朝日新聞が来る

ととか、ＮＨＫが来ると何か根掘り葉掘り探られるんじゃないか。そんなことで取材

にあまり積極的じゃないんじゃないかなと私は思ったんですけれども、引き続きやっ

てください。 

   一番問題は、あそこを完成させていただかないと、特に杉ノ入地区の方々が心配な

んです、あそこは。ですから、直接会って、協定書結んでいますよね。ですから直接

会って、これからの経過どうしていくんだか、どのぐらいそこに金を投資するのか。

いつまでにちゃんとできるのか。自信を持って答弁できる、いつでもできるように、

村民、私たちから意見を求められたときというか、説明を聞きたいと言われたとき、

いつでも説明できる態勢を取っていただきたい。 

   以上です。終わります。 

   ということで、５番いきます。 

   地方創生臨時交付金、当村の使い道についてでございますが、これ、今ニュース

等々で結構使い道がいいかげんなんじゃないかと、この間、蓮舫議員も大分指摘しま

したよね、国会で、参議院議員の予算委員会。 

   当村においてどうなんだということが心配だったものですから、ここに書かせてい

ただきました。資料頂いて、皆様にも配付されていると思うんですけれども、資料頂

いて、非常に効果的な使い方をしているなというのは全体的な印象でございますが、

７番の経済対策にも関わってくるんですけれども、これはコロナ対策ですから、基本

的にコロナ対策のほうにつくんですけれども、このお金、全体でどのぐらい西郷村に

入ってきて、今どのぐらい、令和４年度で事業費を作成、令和４年度もしてあります

ね、予定事業ということで、どのぐらいお金まだ残っているのか、示していただきた

いと思います。 

○議長（真船正康君） 企画政策課長。 

○参事兼企画政策課長（福田 修君） ８番鈴木勝久議員の一般質問にお答えいたします。 

   西郷村における臨時交付金につきましては、これまで令和２年度に３億

３,９１１万５,０００円、令和３年度に７,９９９万７,０００円が交付されておりま

す。また、令和４年度には令和３年度繰越分といたしまして２,２００万円、今回補

正予算にも計上させていただきましたが、原油価格・物価高騰対応分といたしまして、

国から交付限度額といたしまして６,１６８万８,０００円が示されております。 

   これまでに交付された、または交付される金額、総額で５億２７８万円となります。

令和４年度の事業につきましては、当初予算に計上いたしました、村内の中小規模店
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舗において指定のキャッシュレス決済で支払いをした消費者に対してポイントを付与

する、西郷村キャッシュレス決済ポイント還元事業、住民健診の事前予約に伴うコー

ルセンターの設置やウェブ予約システムの構築を行う、健康診査予約システム事業を

実施する予定となっております。 

   さらに、今回予算計上いたしました原油価格・物価高騰等に直面する生活者の支援

を主たる目的といたしまして、均等割のみ課税の世帯を対象とした生活支援給付金の

支給、子育て世帯を対象とした支援給付金の支給、学校給食における食材費高騰分の

補助などの事業を実施したいと考えております。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 全部使って余りないんですか。余っていないんですか。 

○議長（真船正康君） 企画政策課長。 

○参事兼企画政策課長（福田 修君） お答えいたします。 

   令和３年度までに対象となりました交付金につきましては、総事業費が２億

１,６５０万円の事業費がかかっております。そのうち交付金を充当いたしました額

が約１億６,０００万円になります。令和３年度におきましても、９,８００万円の事

業費に対しまして、交付金充当が約８,０００万円、これまで、令和３年度までに実

施した総事業費が約６億円、そのうち交付金対象の経費といたしましては４億

２,０００万円となっております。令和４年度におきましても、総事業費が現在のと

ころ約９,０００万円、このうち交付金を充当する経費といたしましては８,４００万

円弱ということで、交付金は全て使う予定となっております。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 分かりました。 

   すみません。見れば分かりますね。一般財源からも出しているということで、それ

だけじゃ足りない。臨時交付金を使い切っているということでございます。コロナ対

策に上手に使っていると。分かりました。 

   じゃ、以上で終わります。 

   ６番、人口減少、特に少子化、移住者対策、今回の中にもいっぱい載っていました。

少子化対策、具体的に予算を今回計上されておりますけれども、移住者対策を見てい

ましたら、この間休みましたから、ホームページ開きました。あれでは西郷村という

ホームページ開いて、西郷村に移住したいというのを関心はあそこからは読み取れな

いです。西郷村に行きたいという、移住者対策、具体的に何をどのようにやっている

のか。その説明からお願いいたします。 

○議長（真船正康君） 企画政策課長。 

○参事兼企画政策課長（福田 修君） 移住対策に関する質問にお答えいたします。 

   現在、村で行っている事業といたしましては村外から移住や定住を促進し、若者が

定住できる環境整備が必要と考えておりますので、昨年度から取り組んでおりますの

は、住宅取得費補助金、それと新幹線通勤費補助金になります。住宅取得費補助金に

つきましては、本村へ移住し、３年以内に住宅の新築または購入に要する経費に対し
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まして補助を行うものであります。 

   また、新幹線通勤費補助金につきましては、本村に転入し、新幹線を利用して東京

圏等に通勤する者に対し、通勤費の一部を補助するものでございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 先ほど言いましたように、ホームページ開いても西郷村に来たい

とならないんです。これはどのぐらい勉強したかというか、ここに時間費やしたかと

いうことなんです。口だけで国が政策やれと言っているから、白河市がやっているか

ら、そういう感じでこういうのを簡単に持ってきて、だから全体像を把握しないと、

なぜ人が移り住むんですかという問題なんです。この自治体に、西郷村に来たい。何

で来たいんですか。以前言った人口増で実現している一般の市、流山市の話ししまし

たよね。課長、読みましたか、この本。成功事例読んでください。ヒントがあるはず

なんです。 

   ここは、住みたい、向こうで言えば緑がある住宅、緑にあふれている住宅、ここは

自然にあふれていますからいいんでしょうけれども、環境整備大切なんですよ。次に、

近くでお子様方が、お子様というか母親が近くで見られる環境づくりというのは地元

に雇用を生み出す場所がないといけないんです。こういうのを書いてありますから、

読んでくれると簡単なんですよね。だって国も今ＯＥＣＤというか、オペックの中で

成功しているのはフランスなんですよ。フランスでどういうことをやっているという

のを勉強すればいいです、国も。西郷村は明石市とか、この流山市とか、成功してい

る事例があるんですよ。勉強すればヒントは出てくるんです。だからやってください。 

   人間がそこに行きたくなるのは、どういう条件のときに行きたくなるんだという、

これがマーケティングなんです。ここに書いてあります。だからそれを参考にして、

簡単なんです。ただやるかやらないか、そのとき一番大事なのは、住民と共につくっ

ていかないと、甘くいかない。このシステムをつくっていただきたい。予算だけくれ

ますからどうしますかという話は駄目。これは地域防災力の強化、ここにもつながる

んです。ですから、それはヒントになります。 

   いろいろ言いたいんですけれども、時間がないので、そういうことにしますから、

一生懸命考えて、どうしたらほかから移住してくれるか、そのヒント。さっき、冒頭

に申したように、インターネット開いてあれでは来ないですよ。もっと魅力あるよう

につくってくれないと、業者さんと不動産屋さんとも仲よくして、空き家対策にもな

りますし、こういうのありますからどうですか。畑も提供しますよ、山が一望できま

すよ、もしかしたらＴＯＫＩＯとツーショットが撮れますよ。何でもいいんです。こ

こはここのキャッチフレーズは簡単なんです。駅にでかく、母になるなら流山なんで

すよ。だからそういう文句なんです。そのために駅前に子どもたちを預かるステーシ

ョン造ったり、車で、バスでそこまで送っていくシステムつくったり、いろいろ、そ

うするとできるんです。どうしたら来てくれる、そのニーズを把握する。そこを頑張

ってくれれば、成功します。少子化もそうです。 
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   うちより、韓国なんか０.９４ですか出生率、低いですよね。出生率上げるのにど

うするんだという話、それは難しいですけれども、本当に難しいです。国も含めてや

らなきゃならないですけれども、そういうのも勉強すればできます。一生懸命頑張っ

ていただきたいと思います。いかがですか、やりますか。 

○議長（真船正康君） 企画政策課長。 

○参事兼企画政策課長（福田 修君） お答えいたします。 

   先ほど申されましたように、ちょっと流山市の本は読んでおりませんが、各種政策

を立案する際によく流山市の記事は目にすることがございます。千葉県流山市なんで

すが、つくばエクスプレスで東京圏から２０分という立地条件もありますので、本村

とはちょっと条件が異なる部分もあります。先ほど議員さんも申されたように、母に

なるなら流山市というキャッチフレーズの下、マーケティング戦略課を創設するなど、

かなり力を入れ、人口増加につなげている市であるということは認識しております。 

   村といたしましても、今後、そういった事例を参考にしながら、力を入れていきた

いと思っておりますので、ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 了解できません。 

   一つ、今言い訳を一つ入れたんです。エクスプレスが通っているから条件が違う。

関係ないです。足立区、柏市見てください。隣接しているところとここは違いますよ、

政策が。政策で来るんですよ。だから言い訳しないでください、行政は。もうこうい

うことをやると言って、それに何をするんだに、注力というか、力をつけください。

これができない理由を考えていたら、本当にできなくなりますよ。ここが企業と行政

の違い。それは何回も言いました。これを達成するためにどうするんだというのを真

剣に考えてください。こういう条件だから私はできません。あそこはこういう条件が

いいからできましたじゃないんです。この地政学、ここを動かすわけにいかないです。 

   でも、新幹線があって、高速道路もあって、条件的にここに山、水があって、空気

がきれいで、人口が増えて、こんな条件がそろったのは日本国中ここだけですよ、逆

に言うと。一番条件いいと思っていますよ。だって、金も入ってくる。去年おととし

でしたか、財政課長田中さんが心配していたのは、また不交付団体になるんじゃない

かと心配していたでしょう。そのぐらい、心配するほどここは入ってくるんですよ。

亘理町にしても、あそこにしたって、人口３万人より法人税丸一つ違うんですからね、

こちらは８億円、あちらは８,０００万円、法人税もいっぱい入ってくる。言いたく

ないけれども、これから太陽光の減価償却費、これも入ってくるんですよ。 

   ですから、相当いい条件に恵まれています。言い訳をつくらないで、やるためにど

うするんだという方向で、行政の方々は頭をもう１８０度変えて頑張っていただきた

い。本当に願います。 

   続きまして、経済対策にいきます。 

   担当課長、お答えください。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 
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○産業振興課長（相川哲也君） ただいまの一般質問にお答えいたします。 

   経済対策ということで幅が広くて、答弁につきましては今回私のほうからは中小企

業の経営合理化資金融資制度に係る補助金ということで、予算のほうも計上していま

すので、それについてご答弁させていただきます。 

   西郷村中小企業経営合理化資金融資制度につきましては、村内で事業を営む中小企

業に対し、経営基盤の強化に必要な資金の円滑化を図ることにより、企業体質の強化

及び経営の安定に資することを目的として、西郷村商工会と協力して金融機関を通じ、

その設備投資などに活用できる融資制度を行っております。 

   その要件といたしましては、１年以内に村内に居住し、同一事業を１年以上営み、

その経営が健全でかつ村税を納入している中小企業、期間につきましては運転資金

７年以内、設備投資資金１０年以内となってございます。 

   また、村の独自制度といたしまして、中小企業経営合理化資金の保証協会に対する

信用保証料や融資に係る利子につきましては、融資を受けた各事業者に補助を行って

いるところでございます。 

   本制度のように、中小企業へ融資原資を預託金として拠出している自治体はござい

ますけれども、当村におきましては、信用保証料相当額の全額補助及び期限付きでは

ございますけれども、償還利子の相当額の全額補助を実施しているところでございま

して、制度を活用し、経営の安定化に寄与できればと考えているところでございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 西郷村では中小企業合理化資金制度、これは白河市の人にも相当

羨ましがられているんです。手厚くしていただいているんです。それで、これの期限

が利子分を村が補塡していただけるんですけれども、このコロナが終息していない現

状、まだまだ続いております。また、今日あたりのニュースですと、東京辺りで重症

者がいなくなったみたいなニュース、明るいニュースも出てきたんですけれども、そ

れと併せてロシア・ウクライナ事情、戦争があったことや、それに付随してもう円安、

今日あたりだと1３５円まで下がっています。こういう状態まで含めて相当経済が疲

弊しております。 

   当村におかれましては、３.１１以降、やっと収束してきたと言って、あそこの返

済が、あのダメージの返済がやっと終わりかけたときに、このコロナでまた企業が疲

弊し、そして今現在も継続中なんですよ。ですから、３年で終わるんですけれども、

すばらしい制度です。ただ、まだコロナが終息していないんで、ぜひとも村長にお願

いしたいのは、あと１年延期していただいて、１％枠でしたか、そこを延長していた

だけると企業の方々も何とか本当に減収している状態なんです。特に弱小企業に関し

ては、全然好転していないんです。そういう現状を踏まえまして、ぜひともあと１年

これのこの制度の延長を、これは本当のお願いなんですけれども、検討していただけ

ないでしょうか。 

○議長（真船正康君） ９.１１じゃなくて３.１１に訂正ですね。分かりました。 

   村長、髙橋廣志君。 
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○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   状況がいろいろ変わっております。コロナ終息しつつありも、今度はウクライナ情

勢ということ、本当に円安も含めて厳しい状況を認識しております。 

   そこで、議員ご提案の償還利子に係る全額補助対象期間の延長ということでありま

す。それについては今後の経済情勢及び新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら

前向きに検討してまいりたいと思っております。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） じゃ、経済対策は終わります。 

   続きまして、８番、今朝まで勉強していたところでございます。 

   ５分しかないので、さっといきますから、さっと答えてください。 

   今まで、懸案になっていた西郷村ハザードマップ、これは全国的にインターネット

を開いても１０００年に一度の確率という話が出てきて、全国的にこのハザードマッ

プを注視して危機を回避しろと、いろいろ国民に対しても非常に重要なハザードマッ

プでございますが、西郷村はどういうわけか去年できているはずのハザードマップが

まだ皆様に配られていません。どういうことなんでしょうか。そこを経緯を説明して

いただきたいと思います。 

○議長（真船正康君） 防災課長。 

○防災課長（和知正道君） ８番鈴木勝久議員の一般質問にお答えいたします。 

   西郷村ハザードマップにつきましては、ハザードマップの作成に関しましては、令

和２年度から令和３年度にかけまして西郷村総合防災マップの紙面版とウェブ版を作

成しました。紙面版のマップには、県が公表します想定最大規模、降雨に対する洪水

浸水想定区域図や過去災害の浸水箇所、土砂災害の危険箇所、災害重点ため池の浸水

エリア図などをまとめております。ウェブ版は紙面版に加えましてダムの浸水エリア

図や地震の揺れやすさやマップを含めて作成しております。 

   しかしながら、現時点において、総合防災マップの紙面版とウェブ版は共に作成完

了しておりますが、県で作成します堀川と谷津田川の想定最大規模、降雨に対する洪

水浸水想定区域図の公表がされていない状況であり、今回作成しました防災マップの

中に当該区域図が含まれていることからいまだ公表することができません。 

   県側で公表が行われた際には、速やかに村でも公表していきたいと考えております

ので、ご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） これは命に関わることなんですよ。西郷村は、１０００年に一度

というのは分からないですけれども、説明していただきたいんですけれども、時間な

い。 

   西郷村は緊急を要するんです、ここ、給食センター建つところだから。白河市が遅

れているんでしょう。三百何十ミリ、川上の村が九百何十ミリで想定していて白河が

３００ミリ、そんなばかな話ないんですよ。白河にさっさと訂正して１,０００ミリ

にしろと言ってください。そうすれば簡単にできるんですから。 
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   じゃ、次、一番問題なのはここからなんです。地域防災力の強化、これで消防団の

任務が相当重責を担う、中心的に役割しなきゃならないんですけれども、現状は消防

団員の減少なんです。ここにいろいろの理由があります。これはホームページ開くと

ほかの町村でもこの問題、市議会議員とか何かで意見交換、消防団員とかでしていま

すけれども、なかなか入りづらい理由がいろいろあるんです。なぜ消防団が必要かと、

国がつくっている今中核的消防団を中核とした地域消防力の充実強化について、村も

一回動いていただきました、地域防災の関係で一回、去年、おととしか動いていただ

きましたけれども、なかなか難しいんです。 

   これは何でいろいろな難しい条件がそろうかと、なぜ今大切なんだというのを本当

はやらなきゃならないんですよね、細かく。大切な問題なんです。そこには本来自助

の精神が本当に必要なんです。そのわけは何だというのも必要なんです。ですけれど

も、本当に必要で今度新しく担当になった課長にも、ここを詳しく調べてとか研究し

ていただいて、その組織をつくるぞというそういう段階に行っていて大変重要なとこ

ろです。 

   これを速やかに完成して、村民の安全・安心に寄与するよう、またどうやったら地

域住民というか、西郷村の住民に対して自助の精神を養ってもらえるか。その辺が課

題なんで、ちゃんとした計画書を作成してここに当たっていただきたいと、私の要望

をもって質問と代えさせていただきます。 

   以上です。質問終わります。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君の一般質問は終わりました。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） ここで、一般質問の途中でありますが、これより午後１時まで休

憩いたします。 

（午前１１時５４分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

 

○議長（真船正康君） 休憩前に引き続き、一般質問を続行いたします。 

   通告第８、１番鈴木昭司君の一般質問を許します。１番鈴木昭司君。 
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◇１番 鈴木昭司君 

          １．観光行政について 

○１番（鈴木昭司君） １番鈴木昭司です。通告に従いまして一般質問のほうを行わせて

いただきます。今定例会最後の一般質問ということで、どうかよろしくお願いいたし

ます。 

   まず、１つ目の観光行政についてということで、まず１点目のほうにいきたいと思

います。 

   ２０２０年から世界的に猛威を振るっている新型コロナウイルスにより、日本でも

現在に至るまで、行楽地や観光というワードから遠ざかっているというふうに思われ、

子どもたちから大人まで、私たちの生活スタイルをも変えてしまいました。そんな暗

いニュースが続く中で、西郷村では昨年の５月に５代目となる新雪割橋が開通し、今

年の５月には西郷村でＴＯＫＩＯ－ＢＡのプロジェクトが始動し、かなりの注目度が

あると思われ、西郷村の魅力を発信できる明るいすばらしいニュースが続いておりま

す。 

   観光エリアを移動するには、この広い西郷村でやはり移動手段となるのが自動車、

また最近ではツーリングを兼ねたオートバイでの移動というのが予想されますが、観

光行政から見た村道の管理について何点か伺います。 

   まず、雪割橋エリアについて伺います。新雪割橋は道路幅も改善され、安全に通行

できるようになったと思われますが、駐車場が未完成ということで路上駐車が多く見

られたというふうに感じております。 

   このような状況で、観光客や地域住民の安全が確保されているのか、まず伺います。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） １番、鈴木昭司議員の一般質問にお答えいたします。 

   質問第１、観光行政についての１点目、観光行政から見た村道の管理についてのご

質問にお答えいたします。 

   村道の管理につきましては、建設課が道路管理を行っているところでございますが、

雪割橋につきましては、産業振興課において、一昨年度より紅葉シーズンに限り交通

の誘導員を配置しているところでございます。これにつきましては、当時雪割橋が工

事中であったこと、また旧雪割橋が片側１車線で観光客と通行車両との接触の危険が

あったこと、さらには村が設置している仮設の駐車場への誘導を目的に配置していた

ところでございます。今年度につきましても新しくできる公園駐車場がございますが、

仮の駐車場で止める台数も少ないことから、引き続き交通誘導員を配置し、安全確保

に努めたいと考えているところです。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君の再質問を許します。１番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 交通誘導員、配置する予定ということで、その時々に応じて誘導

員が対応してくれるとは思うんですけれども、新たな駐車場、それが完成するまで注

意喚起の看板を設置するとか、そういった対応も急務なのではないのかなというふう

に思うんですけれども、その点についてはいかがでしょうか。 
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○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   現在建設課におきましては、駐車禁止を目的に雪割橋の一部周辺へラバーポールの

設置を行っておりまして、さらに駐車場へ誘導するための仮設の看板の設置を産業振

興課で行っております。 

   今年度におきましては、旧雪割橋の撤去工事が始まっていることから、施工業者と

協議し、周辺に誘導等を目的に看板を設置しているところでございます。 

   雪割橋周辺に関しましては、ここ数年道路工事等で道路環境が変化しているため、

仮設の立て看板で対応しているところでございますが、工事等が終わり、雪割橋の周

辺の状況が落ち着くタイミングで正式な誘導看板等を設置していく予定でございます

ので、ご理解いただければと思います。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 仮設の看板を今使用していると、あとは工事が終了すれば正式な

看板も設置するということなので、理解いたしました。 

   次に、ＴＯＫＩＯ－ＢＡエリア周辺に関してですが、先月発表されたばかりという

ことで、かなりの注目度が高いということもありまして、もう既に県内外からこのＴ

ＯＫＩＯ－ＢＡを探しに来ているファンの人たちというのがいるようです。突然の発

表ということもありまして、近隣の酪農家の人がファンの人たちから問合せを受けた

り、困惑しているということで、私自身がその酪農家の方から相談を受けました。や

はりそのときも周辺に駐車場とかがなくて、路上駐車が非常に多かったということで

す。村や県に相談しても一民間企業のプロジェクトということで、村や県が介入する

ことが非常に難しいという回答だったそうで、その酪農家の方は自分で企業側とコン

タクトを取って話をして、現在は良好な関係に至っているようです。 

   しかしながら、やはり村としてはこの状況を予測して把握して、できる限りの対応

をすべきではなかったのでしょうか。現在、そのエリアの村道はどのような管理がさ

れているのか、お伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   ＴＯＫＩＯ－ＢＡ周辺の道路管理についてでございますけれども、通常民間事業者

が店舗等をオープンさせ、大勢の来客が見込まれる場合には、その民間事業者が交通

誘導員を配置させる等の対応が一般的でございます。 

   おただしのＴＯＫＩＯ－ＢＡにつきましても同様でございまして、今後一般にオー

プンされ、混雑が予想される場合には、路上駐車や周辺の住民に影響が及ぶことがな

いよう、道路管理者や警察の協力を得ながら対応について、民間事業者に対し指導を

していくということとなってございます。 

   今回の件につきましては、議員のおっしゃったような話を受けまして事業者側で路

上駐車をしないよう注意する看板を設置したところでございます。 

   ＴＯＫＩＯ－ＢＡのプレスリリースの内容によりますと、今後何を行うか、全国の
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皆様にアイデアを募集しているということで、具体的にいつ、何をするか、現在は不

透明な状況ではございますけれども、今後も周辺住民を含め村民の方々がＴＯＫＩＯ

－ＢＡが西郷村にあってよかったと思えるような対応を、村としても図ってまいりた

いと考えておりますので、ご理解いただければと思います。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 村としてもそういった対応とかをしていただけるということで、

何かしらの関わり合いというか、そういったものをやっていかないと、これからます

ます道路状況、注意喚起の看板設置してあるということですけれども、予測のつかな

い事態というのがどうしても起きてしまう可能性もありますので、その辺をしっかり

対応していただければなというふうに思っております。 

   私も昨日、ＴＯＫＩＯ－ＢＡのところを見てきたところ、路上駐車禁止などの看板

５枚、６枚ぐらい掲げられておりました。酪農家さんからの連絡や今お答えいただい

たように、村からの指導があったからかなというふうに思っております。 

   ただ、今この時期になりますと草が伸びてきて、その看板が見づらくなっていると

いうような印象を受けました。これについてもそういったことも村のほうから指導を

していただけるのか、ちょっとお伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   設置された看板が雑草等によって、見づらいというようなことでのおただしでござ

いまして、ご指摘のほうありがとうございます。このご指摘の点に関しましては県の

ＴＯＫＩＯ課のほうを通じてということでございますけれども、草刈り等を行ってい

ただくなど、看板が見えやすくなるよう指導してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 県のＴＯＫＩＯ課のほうを通してというとで、そういったことも

最初の段階ですので、いろんなところに目を配っていただいて、せっかく設置してあ

る看板ですので、そういうのが見づらかったんではやはり来た人もちょっと、何だ草

で見えないぞという話になったりするので、そういう指導がしてもらえるのかどうか、

質問させていただきました。 

   また、ちょっと関連して質問いたします。 

   ＴＯＫＩＯ－ＢＡのある台上の道路ですが、太陽光発電施設の工事が行われている

ところですが、大型の車両、非常に大型の大きい車両が通行していて、道路も傷んで

きているという雰囲気はあるんです。アスファルトが細かく割れていたり、場所によ

っては穴が空いている場所もたくさんあります。また、横山畳店さんのところの周辺

のところも大分傷んでいるということなんですけれども、今後このＴＯＫＩＯ－ＢＡ

が始まっていって、たくさんの観光客の方がこの道路を使う際、そういった状況で村

としては観光客の皆さんをお迎えするというのがどうなのかなと。一番メインの道路

になりますので。 
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   そこで、建設課のほうに伺いたいんですけれども、このＴＯＫＩＯ－ＢＡ周辺の道

路の整備状況についてどのようになっているのか、お伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 建設課長。 

○建設課長（相川 晃君） １番鈴木昭司議員の一般質問にお答えをいたします。 

   台上道路、特にＴＯＫＩＯ－ＢＡ周辺の道路の整備、管理になろうかと思いますけ

れども、その状況についてのおただしでございますが、村道の整備及び管理につきま

しては道路管理者として建設課において行うものでございます。 

   当地区においては、現在太陽光発電事業に伴います工事事業者等のダンプトラック、

また太陽光パネル運般のためのトレーラー車などが大型車の通行が増えたことも一つ

の要因として、路面の損傷が多く発生している状況を、村としても確認しているとこ

ろでございます。一概に全てが原因者負担による修繕というわけではございませんが、

事業者も大型車の通行が道路損傷に原因の一端があることは承知しており、現在は事

業者に村から要請をしまして、部分的な路面補修などについては、事業者において対

応しているところでございます。 

   また、馬場坂地内の横山畳店さん周辺の道路においても、路面が傷んできていると

いうことでありますので、道路の復旧等につきましては事業者と協議調整をしてまい

りますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 部分的な修繕として、事業者のほうにお願いしているという部分

がありましたけれども、これは将来的には部分的じゃなくて、全ての工事が完了した

となったときは、きれいに舗装はやり直してもらえる感じなんでしょうか、お伺いし

ます。 

○議長（真船正康君） 建設課長。 

○建設課長（相川 晃君） お答えをいたします。 

   将来的にはどうなのかというご質問でございますが、太陽光発電事業が完了する前

には台上道路の舗装復旧、そちらはやることになっておりますので、あと、どこから

どこまでとか、そういうことに関しては事業者との協議とかになってきますので、そ

ちらは今後やっていきたいと思います。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） この道路の部分なんですけれども、今は部分的に修繕していただ

いていて、将来的には舗装していただけるということですけれども、やはりこれは観

光客の方が来てアスファルトに大きい穴が空いていたりとか、そういったりするとや

っぱり事故の原因とか、パンクの原因とかと私も経験あるので、そういったことがか

なりリスクがあるんです。なので、この部分に関しては事業所にも村としてでも維持

パトロールの方々とかも走っていますので、そういった方々に注意深く見てもらって、

修繕のほうは素早く的確にやってもらえればと思います。また、最後には事業者の方

にきれいな道路を造ってもらえればと思いますので、そこの辺はちょっと建設課のほ

うでよろしくお願いしたいと思います。ありがとうございます。 
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   ＴＯＫＩＯ－ＢＡとの今後の村としての関わり合いについて質問をする予定でした

けれども、既に１１番議員、また３番議員のほうから質問されて、村からのお答えも

いただいているところです。ＴＯＫＩＯは福島県全体の復興を掲げて西郷村でＴＯＫ

ＩＯ－ＢＡを始めてくれたのだなということは理解しておりますが、せっかく西郷村

に来てくれたのだから、ＴＯＫＩＯ－ＢＡと西郷村の地場産業を融合させることがで

きれば、西郷村の魅力がもっと発信できるのではないかなというふうに思っておりま

す。 

   今後ぜひＴＯＫＩＯ－ＢＡと良好な関係を築いていただき、ＴＯＫＩＯ－ＢＡを巻

き込んで、西郷村の魅力発信、地場産業の活性化が図れるよう強く要望して、次の質

問のほうに移ります。 

   次に、村長に伺います。 

   この広い西郷村にはまだまだ全村民、我々もあまり知られていないような魅力的な

エリアが隠れているのかなというふうに思っております。将来その魅力を生かすため

に、今後観光に対する新設の道路計画、昨日９番議員、真船正晃議員のほうもちょっ

とそれに似た質問あったんですけれども、今後この観光に対する新設の道路計画や既

存している道路整備の計画があるのかをお伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） ＴＯＫＩＯが来るということで、本当に村にとっては追い風にな

っております。良好な関係で村でできるだけバックアップするとともに、いろんなコ

ラボも考えていきたいと考えております。そしてさらに地場産業、そして魅力ある村

づくりに進んでいきたいと思っております。 

   観光に関わる新設道路ということでありますけれども、昨日も９番議員が雪割橋先

の鎌房林道の件、お話しされました。私も考えはあるんですけれども、やはり財源で

すね、補助事業があるかどうかも含めながら、あと天栄村さんとの話もしなければな

らないし、優先順位、あるいは冬場の管理等いろいろ問題がありますので、その辺を

頭に入れながら、また村民のぜひという発信というんですか、ぜひ造ってほしいとい

う応援があるとまた動きやすいんですけれども、それらも含めて検討していきたいと

思います。 

   また、議員がおっしゃるのは、那須町との道路かなと感じたんですけれども、どう

でしょうか、そこですか。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 隣、那須町も関係していますし、あとトンネル抜ければ下郷町、

山を越えれば天栄村ということで、様々なところにつながっているエリアが、甲子の

エリアから今回台上のほうにも関係してくるのかなというふうに思っております。や

はり一番イメージに最初に浮かぶのは、そういう道路の計画とかそういったものがあ

れば、もっとそのエリア、地域も発展していくのかなというふうなイメージが湧きが

ちなんですけれども、道路以外にも観光で成功している部分なんかは、例えば一つの

例を挙げますと、山形県の蔵王町なんかはスキー場のところとはまた別個に一つの大
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きいゴンドラがあったりして、下と山を結ぶゴンドラがあるんです。そこなんかはや

はりスキーとかスノーボードやらない人も観光として上に上がって樹氷を見たりとか、

そういった観光の空の道路というか、そういった感じでやっていて成功しているとこ

ろもあります。 

   だから、道路とかにはこだわらないで、いろんな多方面から将来のことを考えてい

ただきたいなと思うんです。すぐに計画して、５年後１０年後に道路ができるという

わけではないと思うので、これから先、将来のことを見据えて、様々な角度からいろ

んなことをビジョンとして上げておいてもらえれば、そのときにその時代に合った観

光の在り方というのがヒントとして見えてくるのかなと思うんですけれども、村長の

ほうのお考えはいかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   西郷村は那須町そして下郷町、それから天栄村、そして白河市という接点の中の中

心地でありますので、観光行政はそのループといいますか、それを巻き込んだ形でい

ろんな選択肢があるかと思います。そういった中で常にアンテナを高くしながら、各

市町村との連携を密にしながら観光行政に努めていきたいと考えております。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） やはり常にアンテナ高くしていれば、様々ないろんな場所の状況、

情報が入ってくると思います。ぜひ、アフターコロナに向けて、落ち着けばやっぱり

人が動いてくると思うんです。これからまだまだいろんなチャンスがこの西郷村には

秘められているのかなと思いますので、私たちもいろいろそういった点ではこれから

勉強しなきゃいけないし、調べられるところは調べてどんどん提案していきたいと思

いますので、どうか村のほうもそういった部分、頭に入れて観光行政のほうよろしく

お願いしたいと思います。 

   それでは、次に、甲子高原こども運動広場についてですが、まずなぜこども運動広

場と観光行政が関係しているのか、疑問に思う方もいると思いますので、少しだけ説

明したいと思います。 

   毎年福島駅伝ですばらしい成績を残している西郷チームと他の市町村の駅伝チーム

が合同練習をしているんですという話を、西郷チームの監督のほうから伺ったことが

ありました。遠方からですと、広野町や二本松市、また会津エリアからも来村してい

ただき、宿泊をして合同練習をする機会が年に数回あるそうです。 

   一般的には、観光というと旅行をイメージすると思いますが、本来の意味は、ほか

の国や地方を訪ね、風景、史跡、風物などを見聞したり、体験することとあります。

まさに、他の市町村から来村をしていただき、甲子高原の風景を見聞し、甲子温泉を

体験するのは観光に値すると思います。 

   こども運動広場について質問させていただきますので、ご理解のほどよろしくお願

いいたします。 

   駅伝の西郷チームは基本的に毎週日曜日の午前中を利用しているというお話をお聞
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きしましたが、そのほかの利用状況をお伺いしたいと思います。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） １番鈴木昭司議員のご質問にお答えいたします。 

   甲子高原こども運動広場は福島第一原発事故の影響により、子どもの運動機会が減

少したことに対し、安心して運動ができる環境を確保するために、陸上トラック及び

その内側に人工芝のフットサルコートを整備いたしました。整備後は小学校、中学校

のスポーツ活動に活用され、放射線量が落ち着いてからは県内外の高校、大学等の利

用も広がってまいりました。 

   近年の利用状況につきましては、令和元年度は１７４団体、９,０７８名でありま

したが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年度は３３団体、６９９名、

令和３年度は８７団体、３,３１０名となっております。 

   利用状況につきましては、福島駅伝西郷村チームなどの村内利用者のみならず、県

内、関東や東北を中心とした県外から陸上、フットサル、サッカー、アメフトなどの

練習、合宿及び大会の利用もされているところでございます。特に夏休み中の利用が

年間の半数以上を占めており、西の郷クロスカントリー大会開催時は会場として村内

外の方を迎え入れているところでございます。 

   また、観光振興の一環としまして、合宿団体への宿泊補助があることから、リピー

ターとしてのご利用もいただいているところでございます。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 当初１７４団体から次３３団体、これはコロナがはやり出してか

らの数字になってきていますので、たらればというあれじゃないですけれども、なけ

ればもっと利用している方々もいるのかなというふうに思います。 

   私自身、こども運動広場に足を運んで見てきましたけれども、フットサルを行うエ

リアとトラックとの間のエリアに非常に大きい石がごろごろとしていて、管理状況が

よくないなという感じがいたしました。子どもたちが安全に利用できる環境に管理を

されているのか、管理状況のほうを伺いたいと思います。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） ただいまのご質問にお答えします。 

   フットサルエリアとトラックの間の一部分におきましては、砂利敷を施し、通路と

して確保しております。しかし、通路以外の箇所に点在する玉石の撤去はできておら

ず、利用者の皆様にはご不便をかけているところでございます。現状、表面の玉石を

取り除いても、強風等の影響により、土の部分から再度石が出てくるような状況にあ

り、対応に苦慮しているところでございます。 

   また、日光国立公園の区域内であるため、改修方法には制約があり、環境省及び県

をはじめとした関係機関等と協議をしながら、どのような対応が可能であるか検討し、

安全でよりよい魅力ある施設となるよう、また財源となる補助金の活用についても調

査してまいりたいと考えております。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 
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○１番（鈴木昭司君） この運動広場なんですけれども、今までに何かしら改善できたり、

整備の管理などがちゃんとできているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） これまでにやってきた工事等の内容としましては、側溝

堆積物の除去、それからトラックへの法面土砂の流出防止での工事、トラックの清掃、

フットサルコートへの土壌流出防止のための土のう設置を実施しているところでござ

います。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） それは改善とか管理とかというよりも、やって当たり前の感じの

ことばかりだというふうに私理解いたしたところです。 

   冒頭申し上げたように、このこども運動広場は、西郷村の立派な観光地だと思いま

す。しかしながら、管理状況はよくないし、公共の場に必要な自販機やＡＥＤも設置

されているかどうか、疑問が残りますし、夏場の急な気候変動や雷雨から身を守るエ

リアもないように感じました。早急に改善しなければならない箇所がたくさんあるん

じゃないかなと私自身思いますけれども、そのお考えはあるのでしょうか、お伺いい

たします。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） 今ほどのご質問にお答えいたします。 

   現在、ＡＥＤにつきましては、施設使用時に貸与というような形で体育館のほうで

貸出しをしているところでございます。今後、こども運動広場内に保管できるよう進

めてまいりたいということで考えております。 

   また、自動販売機につきましては、想定される利用頻度及び管理条件等を踏まえま

して、事業者に意見の聞き取りを実施したところでございますが、冬期間の管理及び

年間稼働率等を鑑みまして設置は難しいとの結論に至っております。 

   また、雷雨等から身を守る屋根付きエリアの設置についてでございますが、敷地内

にクラブハウスはございますが、トラック及びフットサルエリア内に隣接した施設は

現在ございません。 

   特に、トラック内では強風、突風が吹くことがあり、冬の積雪等を含めた気候条件

に対しまして施設が耐えられない危険性等もあることから、安全面を考慮しながらの

検討が必要となります。 

   こども運動広場を訪れた方々が快適に利用しやすいよう、観光の側面を含めた視点

を持って、改善できることについて検討してまいりたいと考えております。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） 検討していくということで、いつもですと、検討はやらないこと

に値するんじゃないかというふうに思われますけれども、これに関してはやはり前向

きに検討というか、もう実施に向けてやっていってほしいです。 

   自販機のことに関してですけれども、私も利用客が少ないとなると、やはり自販機

の設置は少し大変なのかなというふうに個人的には理解しました。利用客がどんどん
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増えてくれば、コロナも落ち着いて利用客が増えてくるとなれば、また自動販売機と

かそっちについてはまた検討の余地があるのかなというふうに思っております。 

   この自動販売機ですけれども、近隣には自然の家であったりとか、あとペンション

が近くにあったり、あとキョロロン村、近くのねころんぼ広場の付近の自動販売機ご

ざいますけれども、そういったところに自動販売機が設置してありますよというよう

な、案内の看板やそういったチラシみたいのを作成して、紹介できるようなこととい

うのはできなのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） ただいまのご質問にお答えします。 

   議員ご提案の近隣の自動販売機の紹介につきましては調整を図った上で、作成に向

けて検討していきたいと考えております。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） やはりこれも検討ということで、これも検討ではなく、実施の方

向で動いていただきたいというふうに思っております。 

   また、雷雨から身を守るということで、家族旅行村内に、鉄骨でできた大きなテン

トがあるんです。そのテントをトラックの石がごろごろしている部分とか、空いてい

る部分がもしあれば、そういった部分に移設して利活用できないか、お伺いしたいと

思います。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   家族旅行村内にありますテントの再利用につきまして、テントの現況、それから移

動、それから再設置の方法及び可否について確認をし、関係部署と協議しながら検討

していきたいということで、こちらを考えているところでございます。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 

○１番（鈴木昭司君） これもやはり今熱中症とか急な気候変動とか、命に関わる部分も

ございますので、検討というか、これも実施に向けて考えていただきたいんですけれ

ども、教育長のほうは、この件について今のお話で全体的に検討という言葉が多かっ

たんですけれども、どういったお考えなのか、お伺いいたします。 

○議長（真船正康君） 教育長、秋山充司君。 

○教育長（秋山充司君） 鈴木昭司議員のご質問にお答えいたします。 

   今、生涯学習課長からもお話がありましたけれども、私としても子どもの安全面、

そういう面からすると、そういう緊急避難的なものは必要だというふうに考えてはお

ります。現在あそこには、トイレや倉庫や水飲みができるような場所がございますが、

距離がいかんせんちょっと遠いというのもあります。ただ、今ありましたように、こ

ちらのほうは国立公園内ということで、環境省とのあるいは県との関わりがございま

すので、ここは確認を進めながら利用できるものはやっていきたいと思いますし、そ

の辺のところを協議しながら、進めていきたいなというふうに思います。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君。 
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○１番（鈴木昭司君） ありがとうございます。 

   安全面のほうからいえば、やはり必要というふうな認識を持っていただいているの

であれば、このテントに関してなんかですと、石のごろごろしている部分、あのエリ

アとかにもし移設してもらえるんであれば、その部分をきれいに基礎とかやってもら

って、あのテントを持ってきてもらえば、石のごろごろした部分はなくなるし、テン

トは設営できるということで一石二鳥になってくるのかなと。問題が一気に解決でき

る部分もあるのかなというふうに思っております。 

   そういった部分でぜひ実行していただいて、子どもたちがよりよく、もっと利用し

やすくなるようなこども運動広場にしていただきたいというふうに思いまして、強く

要望いたしまして、今回の私の一般質問のほうを終らせていただきます。 

○議長（真船正康君） １番鈴木昭司君の一般質問は終わりました。 

◎散会の宣告 

○議長（真船正康君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

   ６月１７日は定刻から会議を開きます。 

   本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後１時４０分） 
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